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Press Release 平成 25 年 12 月 11 日

各 位 
会 社 名 株 式 会 社 シ ー エ ー シ ー
代表者名 代表取締役社長 酒 匂 明 彦

 （証券コード ４７２５ 東証 1 部）

問合せ先
執行役員
経営統括本部長 小 原 亮 一

 （ 電 話  ０ ３ - ６ ６ ６ ７ - ８ ０ １ ０ ）

 

 

当社は、本日、取締役会において、平成 26年 4月１日を分割期日として会社分割（以下「本

件分割」といいます）を行い持株会社体制へ移行することを決議したのでお知らせいたします。 

本件分割の効力発生日において、当社は商号を「株式会社 CAC Holdings」に変更するととも

に、事業目的を変更し、持株会社として引き続き上場を維持する予定です。かかる商号等の変

更につきましては、今後の取締役会で決定次第、速やかにお知らせいたします。 

なお、本件分割は、平成 26年 3月 27日開催予定の定時株主総会において承認されることを

前提としております。  

また、本件分割は当社単独新設分割であるため、開示事項・内容を一部省略して開示してお

ります。 

記 
 

Ⅰ 持株会社移行のための会社分割 

１．持株会社制度移行の背景と目的 

当社グループは、顧客企業の持続的な成長に貢献することを経営の基本方針とし、創業以来

の主力事業である ITサービス、および近年、大きく成長している医薬品開発支援サービスを中

心に事業展開しております。また、現在遂行中の中期経営戦略では、市場の構造変化を踏まえ

て「特化分野の先鋭化」「海外サポート力の拡大」「新事業領域の強化」「知識集約型企業と

しての進化」の 4つを基本戦略とし、事業構造の進化と改革を進めております。 

これらの戦略遂行を加速し、当社グループが今後さらなる成長を実現していくためには、各

事業において環境変化への対応力を高めるとともに、グループ全体の企業価値を最大化する経

営体制を構築する必要があると考え、持株会社体制へ移行することを決定いたしました。 

当社が持株会社体制へ移行する具体的な目的は、次のとおりです。 
 

（1）グループ戦略機能の強化と経営資源の最適配分  

持株会社体制への移行により、グループ全体の経営戦略立案機能を強化するとともに、グル

ープ経営資源の最適配分を図ります。  

（2）各事業会社の成長  

各事業会社においては、市場環境の変化に対応した迅速な意思決定による機動的かつ効率的

な事業運営により、それぞれの業態に応じた一層の成長を図ります。 

（3）グループでのグローバル対応力の強化  

顧客企業における IT活用のグローバル化の進展、および医薬品の国際共同治験の拡大などへ

の対応力を強化すべく、持株会社がグローバルの視点でサービス提供体制のマネジメントを行

ってまいります。 

会社分割(単独新設分割)による持株会社体制への移行に関するお知らせ 
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２．会社分割の要旨 

（1）会社分割の日程 

分割計画取締役会決議 平成 25年 12月 11日 

分割計画承認株主総会開催 平成 26年 3月 27日 (予定) 

分割期日 (効力発生日) 平成 26年 4月 1日 (予定) 
 

（2）会社分割の方式 

当社を分割会社とし、新設会社を承継会社とする新設分割です。 
 

（3）会社分割に係る割当ての内容 

新設会社は、本件分割に際して普通株式 100株を発行し、その全部を当社に割り当てます。 
 

（4）会社分割に伴う新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い 

当社は新株予約権および新株予約権付社債を本日現在発行しておりません。 
 

（5）会社分割により増減する資本金 

本件分割による資本金の増減はありません。 
 

（6）承継会社が承継する権利義務 

新設会社は、関連する事業に属する資産・負債、その他の権利ならびに契約上の地位を当

社から承継いたします。なお、債務の承継については、免責的債務引受の方法によるものと

します。 
 

（7）債務履行の見込み 

当社および新設会社ともに、本件分割後も資産の額が負債の額を上回ることが見込まれる

こと、および本件分割後に負担する債務の履行に支障を及ぼす事態の発生は現在のところ予

想されていないことから、本件分割において、当社および新設会社の負担すべき債務につき

ましては、履行の見込みに問題はないものと判断しております。 

 

３．分割当事会社の概要 

 分割会社 

（平成 25年 6月 30日現在） 

新設会社 

（平成 26年 4月 1日設立予定） 

(1) 商号 

株式会社シーエーシー 

（平成26年4月1日付で、商号を株式会

社CAC Holdingsに変更予定）  
株式会社シーエーシー 

(2) 所在地 東京都中央区日本橋箱崎町 24－１ 東京都中央区日本橋箱崎町 24－１ 

(3) 代表者 代表取締役社長 酒匂 明彦 代表取締役社長 酒匂 明彦 

(4) 事業内容 システム構築サービス 

システム運用サービス 

BPO/BTOサービス 

システム構築サービス 

システム運用サービス 

BPO/BTOサービス 

(5) 資本金 3,702百万円 300百万円

(6) 設立年月日 昭和 41年 8月 8日 平成 26年 4月 1日(予定) 

(7) 発行済株式数 21,541,400 株 100株 

(8) 決算期 12月 31日 12月 31日 

(9) 主要株主およ
び所有割合 

株式会社小学館         
日本トラスティ・サービス 
信託銀行株式会社（信託口） 
アステラス製薬株式会社     
キリンホールディングス株式会社

16.30％

8.18％
5.00％
4.82％

株式会社 CAC Holdings  100％ 

※ BPO : Business Process Outsourcing 
BTO : Business Transformation Outsourcing 
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（分割会社の直前事業年度の財政状態および経営成績） 

決算期 平成 24年 12月 31日 

連結純資産 20,200百万円 

連結総資産 32,233百万円 

連結 1 株当り純資産 993円 35 銭 

連結売上高 39,545百万円 

連結営業利益 2,694百万円 

連結経常利益 2,887百万円 

連結当期純利益 1,194百万円 

連結 1 株当り当期純利益 60円 00銭 

 

４．分割する事業部門の概要 

（1）分割する事業の内容 

持株会社としてグループ会社の経営管理を行う事業を除く全事業 
 

（2）分割する事業の平成 24年 12月期における経営成績 

 分割事業実績 (a) 当社単体の実績 (b) 比率 (a/b) 

売上高 23,765百万円 23,765百万円 100.0％

 

（3）分割する資産、負債の項目および金額 （平成 25年 9月 30日現在） 

資産 負債 

流動資産 6,707百万円 流動負債 2,898百万円

固定資産 2,435百万円 固定負債 4,150百万円

合計 9,142百万円 合計 7,048百万円

（注）当社の分割する資産および負債については、上記金額に分割期日前日までの増減を加除した
上で確定いたします。 

 

５．本件分割後の上場会社の状況 

(1) 商号 株式会社 CAC Holdings 

(2) 所在地 東京都中央区日本橋箱崎町 24－１ 

(3) 代表者 代表取締役社長 酒匂 明彦 

(4) 事業内容 グループ会社株式保有によるグループ経営戦

略の策定・管理 

(5) 資本金 3,702百万円 

(6) 決算期 12月 31日 

 

６．本件分割後の新設会社の状況 

(1) 商号 株式会社シーエーシー 

(2) 所在地 東京都中央区日本橋箱崎町 24－１ 

(3) 代表者 代表取締役社長 酒匂 明彦 

(4) 事業内容 システム構築サービス 

システム運用サービス 

BPO/BTOサービス 

(5) 資本金 300百万円 

(6) 決算期 12月 31日 
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７．今後の見通し 

本件分割により事業を継承する新設会社は、当社の 100％子会社であるため連結業績に直接

的な影響はありません。 

また、本件分割以降の当社単体の業績につきましては、主としてグループ会社からの経営指

導料収入、配当収入等により持株会社の運用経費等を賄う収益構造となる予定であります。 

 

（参考）当社の当期連結業績予想（2013年 10月 31日公表分）および前期連結実績 

（単位：百万円） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益

当期業績予想 
（平成 25年 12月期）

40,000 2,800 2,900 1,500

前期実績 
（平成 24年 12月期）

39,545 2,694 2,887 1,194

 

以 上 


